
持続発展可能な支え合いの社会を目指して持続発展可能な支え合いの社会を目指して
　皆様におかれましては、新しい年を健やかにお迎えのことと心よ
りお喜び申し上げます。また、旧年中は格別のご厚情を賜り深く感
謝申し上げます。今般、新型コロナウイルスの感染拡大によって、こ
れまで抱えるさまざまな課題が浮き彫りとなりました。その最たる
ものは、デジタル化の遅れですが、加えて、人口減少や少子高齢化、
格差拡大、災害の激甚化などの課題も抱えております。今求められ
ていることは、コロナ禍を契機として、あらゆるリスクに対して強
靱で持続可能な社会を構築することです。そのためには、一人一人
と社会のつながりを強め、適切な支援やサービスへ、つなげていく
仕組みづくりや、さまざまな制度の安定性や持続可能性を高める支
え合いの基盤強化が重要です。本年も市政発展のために力強いご支
援とご指導を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

いち早くコロナ禍に対応。「県」と「市」に要望書を提出。
　令和２年３月、コロナ禍にいち早く対応し、菊池文昭県議会議員と公明党山形市議団は、県内の事業所を対象にした緊急
影響調査（210件回答）と関係団体等に対してヒアリングを実施。山形県に対し、同年４月８日に「第一次提言書」、同年５月
１日に「第二次提言書」を提出。山形市に対しては、同年４月29日、「緊急提言書」を提出いたしました。さらに、緊急事態宣言
が発令された５月には、オンラインで県内の若者と繋がり課題を聴衆。更に、その直後から６月にかけて、インターネットに
よるコロナ禍影響調査（547件回答）を実施し、７月13日、「政策提言」として、代表の青年とともに県へ提出。防災くらし安
心部長からは「若者の声を重く受け止め、いち早く県政に反映する」と力強い回答がありました。これからも、庶民に寄り添
い、一日も早いコロナ禍収束で、日常の生活を取り戻せるよう全力で取り組んでまいります。

皆様の「声」と調査研究を重ね政策提言。佐藤市長に提出！
　12月15日、公明党山形市議団（会長：折原政信、幹事長：武田新世、会計：松田孝男）は、令和３年度予算編成に関わる政策提
言を佐藤孝弘市長に提出いたしました。この度の提言は、公明党山形市議団が市民の皆様から直接お伺いしている身近な課
題の解決から、コロナ禍克服、地球規模で推進する持続可能な開発目標「SDGs」の達成に向けて、山形市が具体的に目指すべ
き政策として纏めたものです。

「洪水ハザードマップ」が改訂。2020年保存版を全戸配布！
　1000年に１回程度発生する想定最大規模降雨に対応した「山形市洪水ハザードマップ」を改
訂し、昨年６月に市内全戸へ配布されました。災害時には、自分や家族に身の危険が迫る前に
「逃げる」ことが重要です。本編では浸水区域や避難所を示すとともに、ご自分の状況にあった
避難行動を時系列で作成できる「マイ・タイムライン」が掲載。事前の避難計画と準備で、安全な
早期の避難を心がけてください。
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新しい力で 山形の創生を！！
　　“心とこころを繋ぎ、希望の未来を拓く”

山形市議会議員 たかお松田 通
信 102021．新春
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新たに、妊婦健診に「歯科検診」が追加されました！！
　令和２年10月から「山形市妊婦歯科健康診査事業」がスタートいたしました。こ
の事業の導入については、公明党山形市議団の政策提言や一般質問で佐藤市長に提
案してきました。事業概要として、妊婦の歯科健康診査と歯科保健指導の費用を市
が全額補助し、妊婦から受診してもらい母子の歯科保健の向上を目指すものです。
妊娠中はホルモンバランスの変化等により虫歯や歯周病が悪化しやすくなります。
最近の研究では、歯周病にかかっている母親から、歯周病菌が血液を通して子宮に
入り、早産や低体重児出産の危険性が通常の約７倍に高まることがわかってきまし
た。これは、たばこやアルコールよりも影響が大きい数値です。

「道の駅」猪苗代を視察。
ETC2.0導入により利用者が増加。
　市内初となる道の駅（仮称）蔵王が令和５年に開設される予定です。市内の魅力的で豊富
な資源を生かし、交流人口や関係人口の増加、誘客促進が期待されます。会派で道の駅猪苗
代を訪問し「一時退出を可能とする、賢い料金」を視察しました。この制度は、ETC2.0搭載車
を対象として、高速道路外（道の駅など）の休憩施設等へ割増料金ゼロで立ち寄れるもので
す。令和５年以降、一部の現行ETC機器が使用不可となります。新しい同機器の急速な普及
に対応する、駅の施設設備も急務です。

2020年 活動の記録

オンラインまるごとマラソン

第六ブロックさわやかスポーツ教室 東京オリンピック代表
「岡澤セオン選手」が市長へ表敬訪問

横山復興副大臣と須川を視察

豪雨被災地でボランティア活動

市有林「翠雲莊」前にて

担当者へ政策提言を説明

那須塩原市図書館みるる

市産材ゴミ集積所を設置

HP ▶ 政策提言 ▶フェイスブック ▶

事務所：〒990-2414  山形市寿町5番1号
自　宅：〒990-2431  山形市松見町18番5号
T E L：090-8927-3217
F A X：023-641-4016
E-mail：takao_mattu@ybb.ne.jp
HP :http://www.komei.or.jp/km/yamagata-matsuda-takao


